
　柳川出身で明治時代に活躍した曾
そ が す け の り

我祐準の遺品を集め
た企画展「子爵 曾我祐準」が、2 月 5 日まで柳川古文
書館（隅町）で行われています。12 月 3 日には同館の
学芸員が展示品の説明や逸話などを紹介する展示解説会
を実施。訪れた見学者は学芸員の説明に熱心に耳を傾け
ていました。説明会は 12 月 24 日、1 月 15 日、29 日
にも行うほか、1 月 7 日の午後 1 時 30 分から、あめん
ぼセンターで、曾我祐準をテーマにした講演会が開催さ
れます。問い合わせは、同館（☎ 72・1037）まで。

柳川古文書館で企画展「子爵曾我祐準」開催中
郷土出身の偉人の足跡を知ろう

　大相撲九州場所で 11 勝をあげた大関琴奨菊関が、11
月 28 日から柳川に帰省しました。28 日、市役所柳川
庁舎を訪れた琴奨菊関は、新大関として迎えた九州場所
の成績を金子市長に報告しました。その後、母校東宮永
小学校を訪問し、児童たちと腕相撲をするなどして交
流。児童たちから「今度は横綱を目指してください」と
激励を受けました。30 日は、柳川警察署の一日署長と
して年末年始の特別警戒出発式に出席した琴奨菊関。パ
トロールに出発するパトカーなどを見送りました。

九州場所を終えた大関琴奨菊関が里帰り
土俵の外でも大関は大忙し
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身近な話題などお知らせください！

情報をお待ちしています

水路岸の草を刈る中山散田の人たち

　中山散田で 11 月 27 日、地域の人たちが除草作業
を行いました。同地区は地区内の農業用幹線水路を中
心に、年間 10 回の清掃活動を行っています。この日
は塩塚川からの導水路を除草。草刈り機が届かない場
所は、水路に足場を組んだり、胴付長靴をはき水路に
入ったりして草を刈りました。区長の川口修一さんは

「草が茂っていると、ゴミが投げ込まれやすくなります」
と環境を整えておくことの大切さを話しました。

きれいな環境は自分たちの手で

　柳城児童館の中庭と柳城児童公園で11 月 26 日、柳川
ファミリープレーパーク 2011「森の遊園地」が開かれ
ました。自分の責任で自由に遊ぶ参加型の遊び場づくり
として初めて実施。市内外から子どもや保護者など 356
人が参加し、バルーンアートや大きなしゃぼん玉作りな
どで遊んだほか、アカペラの合唱や和太鼓、絵本の読み
聞かせのステージイベントを楽しみました。アウトドア
クッキングでは、ねじねじパンを参加者みんなで焼いて、
アツアツのパンをおいしそうにほおばっていました。

柳川ファミリープレーパーク 2011
子どもも親もみんなが主役の遊園地
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中山散田で水路の除草作業
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　市出身の国文学者藤村作
つくる

先生を偲
しの

ぶ会が、命日の
12 月 1 日に菩

ぼ だ い じ

提寺の本光寺で行われました。藤村は、
1875（明治 8）年に生まれ、東京大学の教授になり、
江戸時代の井原西

さいかく

鶴や近
ち か ま つ も ん ざ え も ん

松門左衛門などの作品を初め
て学問の対象にしました。偲ぶ会では、藤村作先生顕
彰会の会員が本光寺に集まって、読経をあげて冥福を
祈願。その後、新外町の武家住宅、十時邸そばにある
顕彰碑に献花をして偉大な国文学者をしのびました。

第 24回国文学者藤村作先生を偲ぶ会
偉大な国文学者を顕彰

▲東宮永小学校の児童から歓迎を受ける琴奨菊関

藤村作の菩提寺、本光寺で読経をあげた
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▲熱心に学芸員の説明に耳を傾ける見学者

竹の棒の先に付けたねじねじパンを炭火で焼く参加者

俳
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